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▼
２
０
２
０
年
１
月
頃
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
広
が
り

世
界
中
が
混
乱
す
る
中
、
既
に

２
年
が
経
過
し
ま
し
た
▼
終
息

ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す
感
染
し
て
い
ま
す

が
、
我
が
国
で
は
３
回
目
の
接
種
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
▼
こ
の
間
、
様
々
な
行

事
が
中
止
に
な
り
、
不
要
不
急
の
外
出

を
控
え
る
よ
う
に
い
わ
れ
、
多
く
の
企

業
が
苦
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
▼
大
潟
区
地
域
協
議
会
で
は
活

動
の
一
環
と
し
て
、
地
域
施
設
の
活
性

化
対
策
を
取
り
上
げ
協
議
し
て
い
ま
す

▼
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
と
言
わ
れ
る
新

年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
人

達
が
新
し
い
環
境
の
中
で
の
生
活
を
始

め
ま
す
。
夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
る
将

来
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
濁
川
清
夏
） 

 
 

 
 

（
編
集
委
員
） 

 
 

 
 

 
 

俵
木
一
松
・
濁
川
清
夏 

 
 

 
 

 
 

中
野
幹
根
・
佐
藤
忠
治 

編集後記 

 令和３年度頸北地区地域協議会委員合同研修会    

   進行役の五十嵐委員 

   （１２月２３日  地域協議会） 

審議中 

 

五
十
嵐 

郁
代 

地
域
住
民
で
考
え
て
行
く 

 

■
分
科
会
と
講
演
の
研
修 

 
 

 
 

 
   

俵
木 

晴
之 

開会の挨拶 

柿崎区地域協議会 吉井会長 

 

１
月
２５

日
（
火
）
に
柿
崎
地
区

公
民
館
を
会
場
に
頸
北
地
区
合
同

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
大
潟
区
か

ら
は
地
域
協
議
会
委
員
９
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

研
修
会
は
、
第
１
部
が
テ
ー
マ

別
分
科
会
と
第
２
部
講
演
の
二
本

立
て
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
分
科

会
は
「
公
共
交
通
機
関
の
あ
り

方
」
と
「
空
き
家
の
活
用
」
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二
班
に
分
か
れ

意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

私
は
「
公
共
交
通
機
関
の
あ
り

方
」
（
Ｂ
分
科
会
９
名
）
に
参
加

し
、
各
区
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
利

用
客
の
減
少
か
ら
定
期
バ
ス
の 

路
線
廃
止
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
代
わ

り
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
も
便
数
が

限
定
さ
れ
、
各
区
で
は
苦
慮
し
な
が
ら

足
を
確
保
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

 

ま
た
、
車
両
や
運
転
手
の
確
保
も
厳

し
く
、
併
せ
て
市
か
ら
の
補
助
金
に
も

限
度
が
あ
り
、
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
て

い
る
よ
う
で
す
。 

 

幸
い
大
潟
区
は
中
心
地
ま
で
は
遠
く

な
く
、
路
線
バ
ス
も
一
路
線
で
あ
る
も

普
段
の
送
迎
、
移
動
な
ど
に
は
あ
ま
り

不
便
を
感
じ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。
利
用
者
の
多
く
は
高
齢
の
方
で

病
院
と
買
い
物
が
多
く
、
今
後
は
利
用

者
が
使
い
た
く
な
る
よ
う
な
使
い
勝
手

の
良
い
シ
ス
テ
ム
作
り
、
体
制
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

第
２
部
の
講
演
は
、
前
島
密
記
念
館

館
長
の
利
根
川
文
男
氏
が
、
前
島
密
の

生
い
立
ち
と
功
績
や
郵
便
事
業
の
他
に

日
本
の
近
代
化
に
果
た
し
た
役
割
に
つ

い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

前
島
密
は
「
潟
町
」
と
の
か
か
わ
り
も

あ
り
、
潟
町
三
区
の
杉
田
医
院
の
杉
田

玄
氏
宅
に
前
島
密
自
筆
の
書
が
大
き
な

額
に
納
め
ら
れ
て
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。 

 

閉
会
の
挨
拶
は
、
次
年
度
開
催
地
の

大
潟
区
地
域
協
議
会
の
君
波
豊
会
長
で

し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
渦
中
、
万
全
な
感
染

対
策
で
の
研
修
会
で
し
た
。 

 

私
は
テ
ー
マ
が
「
空
き
家
活
用
に
つ
い

て
」
の
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
空
き

家
と
言
っ
て
も
家
屋
だ
け
で
な
く
、
宅
地

や
農
地
、
山
林
等
も
関
係
す
る
と
共
に
個

人
情
報
も
絡
む
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
解

決
し
て
行
く
に
は
頸
北
４
地
区
の
事
情
・

実
情
に
合
わ
せ
た
検
討
・
協
議
が
必
要
と

感
じ
ま
し
た
。 

 

地
域
を
越
え
て
の
研
修
会
は
と
て
も
有

意
義
で
し
た
。 

 

今
年
度
の
自
主
的
審
議
事
項
の
テ
ー

マ
は
、
鵜
の
浜
人
魚
館
の
利
活
用
で

す
。 

 

私
は
地
域
協
議
会
委
員
を
二
つ
に
分

け
て
グ
ル
ー
プ
討
議
す
る
進
行
役
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
単
な
る

意
見
出
し
だ
け
で
な
く
、
テ
ー
マ
と
ど

の
よ
う
に
繋
が
っ
て
い
く
の
か
交
通
整

理
を
す
る
役
で
、
担
当
し
た
グ
ル
ー
プ

で
は
人
魚
館
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
「
今

す
ぐ
で
き
る
身
近
な
こ
と
」
を
中
心
に

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
ど
の
意
見

も
す
ぐ
に
で
も
取
り
組
め
る
楽
し
い
ア

イ
デ
ア
ば
か
り
で
し
た
。
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
討
議
の
意
見
は
今
後
、
ま
と
め

ら
れ
て
提
出
さ
れ
ま
す
。 

 

 

私
は
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
経
て
思
う

こ
と
は
「
今
後
こ
の
自
主
的
審
議
事
項

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見

を
誰
が
ど
の
よ
う
に
い
つ
ま
で
に
や
る

の
か
。
こ
こ
は
行
政
任
せ
で
は
な
く

「
住
民
が
主
体
を
も
っ
て
や
っ
て
い

く
」
と
い
う
思
い
が
な
け
れ
ば
話
し
合

い
の
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
も
そ
も
、
利
活
用
と
は
利
用
と
活

用
を
掛
け
合
わ
せ
た
言
葉
。
建
物
を
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
住
民
が
利
用
し
て

い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
。
大
事
な
こ
と
は

こ
の
意
見
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て

い
く
の
か
を
し
っ
か
り
と
地
域
協
議
会

が
見
届
け
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。 

 

人
魚
館
が
大
潟
の
住
民
に
と
っ
て
大

切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
が
、
行
政
任
せ
で
は
存
在
が
消

え
て
行
く
こ
と
に
文
句
は
言
え
ま
せ

ん
。
自
分
た
ち
の
大
切
な
存
在
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
思
い
を
も
っ
て
行
政
任
せ

に
せ
ず
、
関
わ
り
続
け
る
こ
と
を
地
域

で
考
え
て
行
く
。
地
域
協
議
会
は
そ
の

た
め
の
一
助
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年

１１

月
か
ら
地
域
協
議
会
で
は
２

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
討
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
整
理
す

る
と
、
Ｐ
Ｒ
・
情
報
発
信
の
改
善
、
人

魚
館
内
外
に
お
け
る
恒
常
的
な
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
、
周
辺
の
環
境
整
備
、
大
潟

区
内
の
各
種
団
体
・
地
元
企
業
と
の
協

力
・
連
携
の
必
要
性
、
利
用
者
の
意
見

の
反
映
、
人
魚
館
を
運
営
管
理
す
る

（
株
）
大
潟
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と

の
話
し
合
い
、
特
産
品
・
土
産
や
食

事
、
人
魚
館
応
援
隊
の
見
直
し
な
ど
の

課
題
が
数
多
く
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

多
岐
に
わ
た
っ
て
出
さ
れ
た
問
題
や

課
題
を
精
査
し
、
「
地
域
協
議
会
と
し

て
今
後
に
む
け
て
ど
う
進
め
て
い
け
ば

よ
い
か
」
を
ま
と
め
上
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
禍
の
出

口
が
見
え
た
と
き
に
、
集
客
数
の
Ｖ
字

回
復
に
結
び
つ
け
れ
ば
と
思
う
と
こ
ろ

で
す
。
温
泉
に
プ
ー
ル
を
備
え
た
人
魚

館
は
「
大
潟
区
の
宝
」
、
「
つ
ど
い
の

湯
、
健
康
づ
く
り
、
い
こ
い
の
場
」
で

あ
る
こ
と
の
認
識
を
改
め
て
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

集
客
数
の 

 
 

Ｖ
字
回
復
に
向
け
て 

 
 

 
 

 
 

会
長 

君
波 

豊 

■
分
科
会 

空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て    

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
十
嵐 

公
子 

「正明堂」（せいめいどう） 

   明治４１年初秋 杉田国手清堂 

   鴻爪子 前島密 

 

杉
田
医
院
の
３
代
目
の
杉
田
直
次
郎
氏

が
医
業
を
継
ぎ
、
医
院
を
新
築
し
た
時

に
、
そ
の
号
と
し
て
書
い
て
も
ら
っ
た
も

の
で
す
。 

※潟町の杉田玄さんより提供して 

 いただきました。 
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大潟区地域協議会の開催状況（令和4年1月～3月）  

第9回  1月27日 (木） ①地域協議会に係わる諸会議の報告 

 プレゼンテーション・審査について 

②令和3年度地域活動支援事業の成果報告会について 

③自主的審議事項（２グループに分かれてワークショップ形式で討議） 

 「大潟健康スポーツプラザ鵜の浜人魚館の利活用促進について」 

第10回  2月24日(木） ①大潟健康スポーツプラザ鵜の浜人魚館プールの臨時休業について 

②令和４年度地域活動支援の募集要項等について 

③自主的審議事項（ワークショップ形式で全体討議） 

 「大潟健康スポーツプラザ鵜の浜人魚館の利活用促進について」 

第11回 3月17日（木）  ①令和４年度、５年度の会長及び副会長の選任について 

②自主的審議事項（ワークショップ形式で全体討議） 

 「大潟健康スポーツプラザ鵜の浜人魚館の利活用促進について」 

勉強会・視察・研修会の開催状況（令和4年1月～3月）  

頸北地区地域協議会 

委員合同研修会 

  

   

1月 25日（火）  ①分科会 テーマ別意見交換 

  ・公共交通のあり方 ・空き家の活用について 

 ②講演 「近代日本の立役者 前島 密」 

  講師 利根川利男（前島密記念館館長） 

 

 会場：柿崎地区公民館 

令和３年度 

地域活動支援事業 

成果報告会 

 

 3月3日（木）  令和３年度地域活動支援事業（大潟区）採択７団体10事業 

  

 会場：大潟コミュニテイプラザ 多目的ホール 

★市では身近な地域自治を推進するため、地域活動支援事業を実施しています。 
 

★地域における課題解決を図り、それぞれの地域の活力を向上するため、市民の皆さんが自発的・自主

的に行う地域活動に対して支援を行います。 
 

★私たちの地域を、もっと住みよく、もっと元気にするために、この事業を活用し、まちづくり活動に

取り組んでみませんか。 

  

 ※令和４年度の本事業の予算は、令和４年第１回（３月） 
  上越市議会定例会での議決をもって成立します。 

【受付・問合せ】 大潟区総合事務所 

   総務・地域振興グループ 

    (☎ 025-534-2111) 

 事業名 提案団体名 

１ 
九戸浜のお宝発掘事業 

第２弾 お宝パンフレット作成 
九戸浜町内会 

２ 
旧米山道、奥州道道標石碑 

修復事業 
潟町町内会 

３ 
「天保６年堀割御普請中 

日記帳」解読文の出版事業   

郷土史友の会 

おおがた 

４ 
生徒と地域をつなぐ活動の 

周知事業  

大潟町中学校 

PＴＡ 

５ 
『大潟の食と郷土料理』 

レシピ集作成事業 

大潟の子どもを 

育てる会 

６ 
災害等避難時支援 

「安否確認タオル」活用事業 

上越市防災士会 

大潟支部 

７ 大潟区の魅力ＰＲ事業 

 

まちづくり大潟 

  

８ 大潟区散策ルート作成事業 まちづくり大潟 

９ 
情報紙等作成機器の整備に 

よる市民活動支援事業 
 まちづくり大潟 

１０ 
ドローンを使ったプログラム

勉強会事業 
 まちづくり大潟 

7団体10事業の成果報告  

な 

 

ど 
 

 
 

大潟区地域活動支援事業 

発表する防災士会大潟支部の代表者 

 

３
月
３
日
、
上
越
市
地
域
活
動
支

援
事
業
（
大
潟
区
）
の
成
果
報
告
会

が
、
大
潟
区
地
域
協
議
会
の
主
催
で

２
年
ぶ
り
に
大
潟
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
プ

ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
し
た
。
７
団
体

１０

事
業
が
各
団
体
の
代
表
者
に
よ
っ
て

地
域
協
議
会
委
員
ら
に
報
告
さ
れ
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
君
波
会
長
か
ら
「
大
潟
区 

 

資
料
及
び
発
表
で
は
、
「
九
戸
浜
町

内
会
」
は
町
内
の
歴
史
を
ま
と
め
た
冊

子
を
作
成
し
、
町
内
全
世
帯
に
配
布
。 

 

「
郷
土
史
友
の
会
お
お
が
た
」
は

『
天
保
６
年
堀
割
御
普
請
中
日
記
帳
』

の
解
読
に
写
真
・
大
潟
二
四
ヶ
村
の
解

説
な
ど
を
付
け
て
編
集
、
出
版
。 

 

「
大
潟
の
子
ど
も
を
育
て
る
会
」
は

大
潟
の
食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
の
レ

シ
ピ
集
の
冊
子
を
制
作
。
学
校
や
家
庭

で
の
活
用
に
期
待
。 

 

「
上
越
市
防
災
士
会
大
潟
支
部
」
は

災
害
時
玄
関
先
に
掲
示
す
る
こ
と
で
周

囲
に
家
族
の
安
全
を
知
ら
せ
る
安
否
確

認
タ
オ
ル
を
製
作
。
大
潟
区
内
全
世
帯

に
配
布
。 

 

な
お
、
成
果
報
告
会
で
配
付
さ
れ
た

資
料
が
必
要
な
方
は
、
総
合
事
務
所
ま

で
問
合
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

地域協議会の活動報告 

   君波豊会長 

地
域
協
議
会
活
動
報
告
」
と
総
務
・

地
域
振
興
グ
ル
ー
プ
の
水
澤
主
任
か

ら
「
令
和
４
年
度
地
域
活
動
支
援
事

業
募
集
要
項
（
案
）
」
の
説
明
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

会
の
運
営
の
司
会
及
び
受
付
、
案

内
な
ど
は
、
地
域
協
議
会
委
員
が
分

担
し
て
行
な
い
ま
し
た
。 


